支那 人の 給仕 人が 丸太 作りの 灰色の 窓を閉 すと、 客の 

ない 閑散と した 部屋々々 は 妾 達と 胡 月の 女将で ある 

四十 前後の 小柄な 日本 婦人 花 子と が &炉裏 を かこんで 

いた。 皆 等しく 注意 を 卓子の 塗 膳に のせられた 粘土の 

彫刻に 向ける のであった。 

その 彫刻 は 人間の 恐怖が 異常な 人間の 脳裡に よ つ て 

刻まれた、 ァ ウギ ュ スト • 口 ダンの 作品 「小さい 花 子」 

の 死の 首であった。 トン テム • ハム • コ— トの 伊太利 

人 は 彫刻の 美に 昔から 物 馴れた 眼 を そむけて、 醜悪な 

ものの 前で 色 を 失って いた。 外交官の 松 岡 は 頑丈な 顔 

を 曇らせる と 眼 を 伏せて しまった。 画家の 山中 はもの 



ンの 刻んだ 「小さい 花 子」 の 死の 首な のであった。 

しか おどろ 

併し、 次の 情景が 私達 を 更に 愕 かした。 不意の 闖 

ひし 

入 者と 花 子と が緊と 抱き締めて、 もの も 云わずに 黒い 

地面に うずくま つたから である。 

プチ 卜 . アナコ 

小さい 花 子の 話 

ロダンさん は、 一九 〇 六 年 マルセ— ュに、 カム ボジ 

ふ ぎ デッサ ン 

ャの 触妓の 素描 をし にやって きたので す。 当時 私 は、 

当巿で 開催され ていた、 植民地 博覧会に、 東洋 曲芸 団 

の 花形と して 出演して いました。 観客 は 私の こと をプ 



チト アナコと 云って 人気者だった のです。 ロダンさん 

はコ— ト. ダジ ュ —ルの 華美な ノアイユ 旅館から、 度々 

妾のお 芝居 を 見に いらっしゃ つたの だそう です。 妾 達 

が 最初に おあいし たの は、 カバ レット .ト ァズン ドル 

の 舞踊 会でした。 妾 は 支配人と 一 座の ジョ ー ジ • 佐 野 

(妾 はこの アメリカ 生れの 日本人 を 愛して いたので 

す。) に 連れられて、 歌劇の 女が カカオ を 喫して いる フ 

ランスの 香の なかに 哀愁 的な 東洋 女の 花 を 咲かした の 

です。 カバ レット. ト ァズン ドルの 舞台で は、 タ ー バ 

ンを 巻いた 印度人が、 細腰の ヒンズ ー 女 を 抱いて、 宗 

教 的な 怪奇な 踊り を 舞って いました。 妾 は、 皮膚の 色 



せんとう 

ム 寺院の 尖塔の 黄金 像に もまして、 自分 は、 日本 女優 

花 子の 美 は 自分に とって 尊い などと、 お世辞 を 仰 有る 

のです。 妾 は 街角に 灯された 石油 ランプの 青い 灯に 東 

洋が 映る やうな 気がしました。 どうか、 自分の 彫刻の 

モデルに なって 呉れる ようにと、 ロダンさん は 仰 有つ 

たのです。 妾 達の 曲芸 団は マルセ— ュの 興行 を 打 揚げ 

ると、 スペインの バルセロナの 街に 小屋 を 下しました。 

妾 は 無智な 女で、 芸術家に 対する 理解なん てなかった 

ので、 ロダンさん のこと はすつ かり 忘れて いました。 

それに 妾 は ジョ— ジ. 佐 野 を 愛して いたので、 他の こ 

と は 考える 暇がなかった のでした。 妾 達 は ラム ブル デ 



それ は スペインの 十月の 最後の 金曜 曰でした。 妾 は 

佐 野の 腕に 抱かれて ラス • コル テス 通の アラビア 風の 

ひる かえ 

建物に、 赤と 黄の 旗の 飜 る 闘牛場に 這 入って 行き ま 

した。 場内 は 気が狂つ たように 男女が 歓声 を あげてい 

ました。 佐 野 は ァラゴ ン 人の 物売りから 冷果を 買って 

妾の 乾いた 唇 を 潤しながら 云う のでした。 

r 小さい 花 子。 俺 はお 前 を 愛して いる。 お前な しに は 

生きて 行かれない！」 

びんしょう 

妾 は 彼の 厚い 唇に 敏捷 に嚙 みつきながら、 

すべ 

「ジョ —ジ、 妾の 愛の 凡て を 投げ出しても 惜しくない。 

むじな 

恋の 狢 になる まで は。」 



さけ 

と、 妾 は 号ぶ のでした。 

鐘が バルセロナの 古い 歴史 を 呼び さます ようにえん 

えんと 鳴る。 ォ ー ケス トラが 大 進軍の 曲 を 始めた。 バ 

さじ. 5 

ルセ ロナの 巿長 夫妻が、 古風な スペイン 服で 高い 桟敷 

につく と、 金と 紅で 美 装した 闘牛士の 群が 騎馬で 出て 

来て、 司会者の 前で 昔ながら の 武士 的な 挨拶 をす るの 

です。 すると、 司会者 は 黄金色と 紅色で 飾られた 闘牛 

の 魂と も 云うべき 鍵 を、 闘牛士に 向って 投げます。 す 

ると 闘牛士の 大きな 帽子が 見事に それ を 受けと めて、 

その 鍵で 中の 潜んで いる 扉 を 開く と、 暗い 場所から 嵐 

のように 闘牛が 広々 とした 円舞 場に 踊り 出る のです。 



しないで 見詰めて いたのです。 遂に 一本の 尖 剣が 発 ^ 

と 頸骨の 髄を 貫いて、 牛 は 地 響 をた てて 倒れました。 

同時に、 私 は 側で、 恋人が 気 を 失って いるのに 気がつ 

いたのです。 そして 妾 は、 佐 野が 心の 内部で 見えない 

未来の 敵に 対して 戦端 を 開いて いるのに 気がつき まし 

た。 妾 は 恐ろしい 雑沓の 中で、 不吉な 予感 を その 時感 

じたので す。 

妾 達が ホテルに 帰る と、 妾の 部屋で 支配人と 旅疲れ 

のした ロダン さんが、 妾の 帰る の を 待って いました。 

そこで 妾 は、 巴 里の ロダン さんの アトリエで、 モデ 

ル になる こと を 承諾した のです。 



束した こと は 兎角 流れ 勝だった のです が、 ジョ— ジ- 

佐 野 は それにつ いて とらえ 難い 不安に 襲われて いたよ 

うです。 妾 達の 列車が 巴 里 盆地に さしかか ると、 佐 野 

は 何の 理由 もな しに、 巴 里 を 極度に 嫌がって、 バ ルセ 

ロナ を 懐し がったり して、 女の ように 神経質に なって 

いました。 そんな 訳で、 妾 達の 愛情 は ひどく 病的に 

なって 行った のです が、 妾の 佐 野に 対する 愛に 変り は 

ぁリ ませんで した。 

或 日、 ゲェテ 街の 安宿に、 ロダン さんのお 迎えの 車 

が やって来て、 妾はォ テル • ド • ヸ ロンの アトリエに 

連れて行かれました。 妾が 出て ゆく 時 佐 野 はふ さぎの 



架かって いました。 

翌日、 ロダン さんの 彫刻の モデル 台に 妾 は 立た され 

ました。 ロダンさん は 妾の 裸体 をお 求めに なった ので 

すが、 妾 は ウェイ スト. クロス だけ はとる こと は 出来 

としょり 

ませんで した。 ロダンさん は、 お 老年の せい もあった 

のでし ようが、 エロチックつ てこと を 少しも 恐れない 

ようでした。 それから 妾の ポ— ズを お作りに なって、 

製作 台に お立ちに な つ た ロダンさん は 人格の 変った 方 

のように、 妾に は 感じられる のでした。 ロダン さんの 

厳粛な 意欲の 中で 妾 は 自分の 肉体の 秘密 も 感受性 もす 

ベ て を 知られて しま つ たような 恐し い 気持に な つたの 



この バルザック 像で あるが、 わし はわし の 生命の 影が 

欲しい の だ。 小さい 花 子。 わし は 貴女 を 愛する。 貴女 

によって、 わし はわし の 生命の 影 を 作りたい と 思う の 

だ！」 

モナ コの 悲劇 

ジョ ー ジ. 佐 野に、 妾の 内部的な 魂の 推移 は 分かる 

害はなかった のです。 それから 妾 はォテ • ド 〔# 「ォ 

テ • ド」 は ママ〕. ヸ ロンに 通う こと を、 妾の 一 生の 価値 

ある 仕事と して、 云い しれぬ 喜び を 持つ ようになり ま 



した。 

いまや 妾 は、 理智 的な 女性だった のです。 併し、 妾 

の理智 は、 ロダン さんの 芸術の 中に 移り 棲んだ のです。 

こうした デリ ケ エトな 女の 心が、 大陸 生れの 佐 野に 感 

じる こと は 不可能です。 彼 は 魂の 脱穀と なった 妾の 

身体 を 抱いて、 捕えが たい 悪夢に 陥って 行きました。 

うち すく 

彼 は 妾の 沈黙の 裡に、 悪い 幻影 を 掬って、 それ を 追 

求した のです。 そのうち 妾 達の 曲芸 団は 再び 旅興行へ 

出る ことにな つて、 妾 達が モンテ. カルロに 出発す る 

前日、 妾 は ペル. ヸ ユウ 村の ロダン さんの、 お 家に 招 

かれました。 その 間、 幾 個 かの 花 子の 首の 試作品が ォ 



テル. ド. ヸ ロンの アトリエに 出来つ つあった のでし 

た。 

ロダン さんに 連れられた 妾 は、 アン ヴリ イドの 停車 

場から 数十 分で、 ムゥ ドン 停車場に 下りました。 駅に 

は 下男と ロダン さんの 古い 馬車が 妾 達 を 待って いまし 

た。 そこから、 だらだら 坂に なって いる アカシア 並木 

あか つち 

の 赭土の 途を 揺られながら、 ペル. ヸ ユウ 村の 木立の 

上に 風車の 廻って いる ロダン さんの 粗末な お宅に つく 

と、 薔薇園の 木戸 口に 肉体の 彫刻 的に 締 つた、 銀髪の 

ロダン 夫人が 立って、 妾 を 迎えて くださいました。 

みのうえば なし 

晚餐 後、 妾 達 は 静かに 身上 談 など をして、 夜 を 更か 



れいらく ふくへき 

モナ コに 於て、 零落した フランス 貴族 の 復辟 の 夢 も 破 

れて しまった のです。 イス タン ブ— ルで 恋人 は その 身 

を 果敢なんで、 死んで しまった のです。 ミニオンの 

ィ タリ I ろぼうが く 

伊太利 人 は、 路傍 楽人に ならねば ならぬ のです。 隣室 

から ル ー レットの 玉の 転げる 音が、 悪魔の 囁き のよう 

に 妾の 耳に 響いて 来ました。 妾 達 は それに 誘われる も 

のの ように 立 上る と、 隣室の 賭博場へ 這 入って 行き ま 

した。 そこで は 黒百合の ような 貴婦人が、 オペラ バッ 

グ から 紙幣 束 を 出して、 百 法の 青 札 を 買い、 二十歳に 

もなら ないしと やかな 娘が、 赤札に 自分の 運命 を 賭け 

ている のです。 ロダンさん は 妾に 数枚の 赤札 を 買って 



下さい ましたが、 みるみる ル— レット 係の 役人の 手に 

よって、 玉の 転げる 音と 共に 消えて しまいました。 だ 

みじめ 

が、 又しても 妾 は、 そこで 惨な ジョ ー ジ. 佐 野の 地獄 

に墜 ちた ような 姿 を 見る のでした。 彼 は 妾 達に は 気が 

フラン 

つかない ようでした。 佐 野 は 最後の 百 法をル ー レツ 

ト 係に 渡して 白札 を 求めて いるので す。 それから 彼 は 

あしもと から とばく だい 

足 許に 落ちた 空の 財布 を 踏んで、 つかつかと 賭博 台の 

前に 進んで 行きました。 そこに は 三十 九の 無気味な 

チャンス たか 

機会が 彼 を 待って いるので す。 妾 は 神経が 昂ぶ るの を 

抑えて、 彼が 持った 小判型の 象牙 札 を 見詰めて いたの 

です。 佐 野 は 血の気 を 失って、 この 世の ものと は 思え 



ない ほど、 宗教 的な 顔 をして いました。 妾 は 遂に、 彼 

が 精神的な 賭博 を 開始して いる こと を 知りました。 そ 

の 瞬間 小判型の 象牙 札が 投げられて、 三十 九の 機会が 

賭博 台から 転げ落ちました。 ジョ ー ジ • 佐 野 は 喪心し 

て 夢遊病者 のように 部屋から 出て 行きました。 そして 

妾 は、 モナ コの！ ^の 目に 現れる 妾 自身の 運命に 対して、 

不吉な 予感 を その 時 感じました。 

翌日、 モナ コの 華美な 海浜の 妾 達の 芝居小屋 は、 世 

界 各国の 観衆で 一 杯でした。 開幕 前 妾が ひどく 打 萎れ 

ている の を 見て、 一座の 日本 女優の 松 子が それと 察し 

て、 ジョ— ジ. 佐 野が、 今日は 珍ら しく はしゃいで 好 



して、 バルザックの 寝巻 姿の ある ォ テル. ド. ヸ ロン 

に 帰って来ました。 今や 妾に とって、 バルザックの 像 

は、 妾の 生命だった のです。 バルザック 像に 対する 妾 

の 信仰が 唯一 の 佐 野に 対する 妾の 追悼でした。 そして 

うち 

遂に 妾 は、 妾の 記憶の 裡 から 佐 野 を 葬って しまったの 

です。 

アナコ 

幾年 かの 後、 花 子の 恐怖の 首 は 完成され ました。 口 

ダンさん は 妾の 魂 を 粘土の 塊の 中に、 移す ことに 成功 

なすった のです。 バルザック 像の 影 を 作る ことが、 自 

分の 精神的な 永遠 を 表明し、 それ をォ テル • ド • ヸロ 

ンに 残す ことが 出来た のです。 「花 子の 首」 は 絹の 小 



七 年 十一 月 十七 日 妾 は ロダン さんの 死の 通知 を 受けて、 

巴 里へ 参りました。 妾が 巴 里に 着いた 時 は、 ロダン さ 

んの 死によ つて 巴 里 は ロダン さんの 芸術に 対する 讃美 

が 轟々 として 世論の 渦と なって 巻いて いました。 そし 

て 今や、 バルザックの 寝巻 姿 を ロダン 第一 の 傑作と す 

る 批評の 論が 民衆 を 煽って、 ォ テル -ド. ヸ ロンに 観 

覧 者の 列が 続き まし た。 翌日 ロダンさん の 遺言書が 発 

アナコ 

表され バルザックの 寝巻 姿と 花 子の 首 は 日本 女優 花 子 

に 残さるべき ものな り、 と 云う 遺言書 を 見た 巴 里の 巿 

民 は 愕然として しま つたので す。 

妾が ムゥ ドンの ロダン さんの 墓 を 訪ねた の は、 それ 



から 数日後でした。 妾が 自分の 名前 を 門番の 老人に 伝 

える と、 静かに 門 を 開かれました。 妾 はしばし ォゥ 

うずく 

ギュ スト. ロダン 氏の 墓の 前に 跪 まって、 過去の ロダ 

むせ 

ン さんの 妾に 対する 深い 愛に 咽び泣きました。 そして 

その 時 妾 は、 妾の 背後に 啜り 泣きの 声 をき いたのです。 

それ は 黒衣の 口 オズ 夫人でした。 

口 オズ 夫人に お別れした 妾 は、 当分 モス コ— で暮す 

ために 旅装 を 整えて 二 つの 彫像 を 二 個の トランクに 入 

れて、 巴 里 停車場に 車 を 走らせました。 妾が 切符売場 

で 切符 を 求めて、 ふと 妾の トランク を 見た 時 そこに は 

一個の 方の トランクが 失われて いました。 バルザック 
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